
第３９回防衛問題セミナー（徳島県松茂町）

令和７年６月２４日、徳島県松茂町の松茂町総合会館３階多目的ホールにおいて、当局主催に
よる第３９回防衛問題セミナーを開催しました。
徳島県での開催は５回目となる今回の防衛問題セミナーでは「南海トラフ巨大地震に備える」
をテーマに陸上自衛隊中部方面総監部 不破悟幕僚副長、徳島県危機管理部 佐藤章仁部長のお二
方を講師にお迎えしご講演いただきました。
約２２０名の方々が来場され、大変熱心に聴講されていました。

第１部として、不破幕僚副長からは「巨大地
震への備え～自衛隊の対応と南海レスキュー２
０２４の成果～」と題して、陸上自衛隊中部方
面隊の組織の概要、近年の災害派遣状況、南海
トラフ地震発生時の自衛隊及び中部方面隊の対
応要領、南海トラフ巨大地震における最大クラ
スの地震・津波想定に基づいた実動訓練（南海
レスキュー２０２４）の概要と成果について、
ご講演いただきました。

第２部は、佐藤部長からは「切迫する南海ト
ラフ巨大地震への備え」と題して、令和６年の
能登半島地震の被害状況及び避難所の状況を踏
まえて、南海トラフ巨大地震における徳島県が
直面するリスク（被害想定）、防災対策につい
て紹介していただきました。また、徳島県の取
り組みとして、防災関係機関及び住民が一体と
なった総合的な防災訓練の紹介、徳島県県土強
靱化・レジリエンス推進計画などについて、ご
講演いただきました。

聴講された方々からは、「災害について考える良い機会だった」「自衛隊の活動内容がよく理
解できた」「日頃の備えの必要性を感じた。危機感をもって毎日生活したいと思った」「防災に
対する意識を高める大変良い講話でした」などといった感想や意見をいただきました。
今後も、防衛問題セミナーを通して、防災意識の向上や防災対策の重要性、併せて、防衛省・
自衛隊の取組について、広く知っていただけるように取り組んでまいりますので、お近くの自治
体で開催の際には、お気軽にお越しください。
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輸送艦「ようこう」の引渡式

令和７年５月３０日、広島県呉市の海上自衛隊呉基地に輸送艦「ようこう」が引き渡され、引
渡式では、若宮健嗣防衛大臣補佐官をはじめ約１４０名が出席しました。
同艦は、南西地域への機動展開能力を向上させるために本年３月に発足した陸海空自衛隊の共
同部隊「自衛隊海上輸送群」で任務に就きます。
同艦の乗組員は約40名で構成され、艦長は海上自衛官ですが、乗組員のほとんどは陸上自衛官
であり、基準排水量３，５００トン、全長約１２０メートル、喫水約４メートル、速力約１５
ノット（約２８km/h）、載貨重量は１千数百トンの輸送艦です。（表紙写真参照）

護衛艦「ゆうべつ」の引渡式

令和７年６月１９日、岡山県玉野市の三菱重工マリタイムシステムズ玉野本社工場において、
「もがみ」型多機能護衛艦の８番艦となる「ゆうべつ」の引渡式が行われ、同艦は、青森県む
つ市大湊を母港とする第１５護衛隊に配備されました。
式典には海上幕僚副長の八木浩二海将をはじめ約３００名が出席しました。
最新鋭護衛艦の同艦は、乗組員約９０名で構成され、船体全長約133m、幅約16m、喫水約５
m、基準排水量３，９００トンです。また、主機関はガスタービンエンジンとディーゼルエンジ
ンを搭載し、速力は約３０ノット（約55km/h)です。

出港する護衛艦「ゆうべつ」受領書の交付


